
二
九
　
西に

し

金か
な

砂さ

神じ
ん

社じ
ゃ

小し
ょ
う

祭さ
い

礼れ
い

〔
名　
　

称
〕

　

西
金
砂
神
社
小
祭
礼
。
単
に
小
祭
礼
、
小こ

田で
ん

楽が
く

と
も
い
う
。
七
十
二
年
に
一
度
行
わ
れ
、

日
立
市
水
木
浜
ま
で
磯
出
す
る
大
祭
礼
（
大お

お

田で
ん

楽が
く

）
に
対
す
る
名
称
で
あ
る
。

〔
実
施
場
所
〕

　

常
陸
太
田
市
（
旧
久
慈
郡
金
砂
郷
町
）
上か

み

宮み
や

河か
わ

内う
ち

町
に
鎮
座
す
る
西
金
砂
神
社
か
ら
、
同

市
天け

下が

野の

町
、
中な

か

染ぞ
め

町
、
和
田
町
な
ど
を
経
て
馬
場
町
の
仮
殿
ま
で
渡
御
し
、
西
金
砂
神
社

ま
で
還
御
す
る
。
渡
御
中
、
中
染
、
和
田
、
馬
場
で
祭
典
と
田
楽
舞
を
奉
奏
し
、
還
御
し
た

神
社
で
も
二
度
の
祭
典
と
田
楽
舞
を
奉
奏
す
る
。

　

馬
場
町
で
祭
典
と
田
楽
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
の
由
来
は
、
現
在
も
金
砂
権
現
を
祀
っ
て

い
る
地
周
辺
が
田
楽
師
古
川
氏
の
馬
場
町
に
拝
領
し
た
土
地
で
あ
り
、
そ
の
地
で
田
楽
を

行
っ
て
い
た
が
、
手
狭
な
の
で
現
在
の
馬
場
八
幡
宮
の
境
内
を
借
り
て
行
う
よ
う
に
な
っ
た

と
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、
祭
典
と
田
楽
を
行
い
、
七
台
の
屋
台
が
出
て
最
も
賑
わ
う
和
田
の

祭
場
は
、
か
つ
て
は
祈
祷
と
御
神
酒
頂
戴
を
行
う
お
休
み
場
で
、
そ
う
古
く
な
い
時
代
に
和

田
を
含
む
沿
道
七
か
村
の
要
望
に
よ
っ
て
田
楽
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と
い
う
。

〔
実
施
時
期
〕

　

六
年
に
一
度
、
丑
年
と
未
年
の
三
月
下
旬
に
三
泊
四
日
で
実
施
さ
れ
る
。

〔
伝
承
組
織
〕

　

祭
礼
実
行
の
中
心
は
、常
陸
太
田
市
上
宮
河
内
（
通
称
上
宮
）、同
下し

も

宮み
や

河か
わ

内う
ち（
通
称
下
宮
）、

同
赤あ

か

土つ
ち

、
常
陸
大
宮
市
諸
沢
の
四
大
字
の
氏
子
で
あ
る
が
、
祭
神
が
出
現
し
た
と
伝
え
る
水み

ず

木き

浜は
ま

を
擁
す
る
日
立
市
水
木
町
を
含
め
、
馬
場
町
ま
で
の
渡
御
の
沿
道
十
六
地
区
が
祭
礼
に

関
わ
り
を
持
つ
。
特
に
田
楽
場
で
あ
り
渡
御
行
列
が
三
泊
す
る
中
染
、
火
消
行
列
を
出
す
町

田
お
よ
び
田
楽
場
と
な
る
和
田
と
馬
場
は
、
早
く
か
ら
組
織
を
作
っ
て
準
備
を
進
め
る
な
ど

祭
礼
を
支
え
て
い
る
。
な
お
、
水
木
町
に
お
い
て
は
、
有
志
で
組
織
す
る
水
木
講
中
が
祭
礼

に
関
わ
っ
て
い
る
。

〔
由
来
伝
承
〕

　

金
砂
山
は
大
宝
二
年
（
七
○
二
）
役
小
角
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
、
慈
覚
大
師
円
仁
が
中
興

し
た
と
『
金
砂
両
山
大
権
現
大
縁
起
』
は
伝
え
て
い
る
。
近
江
国
日
吉
大
社
の
分
社
で
、
神

仏
混
淆
時
代
に
は
金
砂
山
王
権
現
と
呼
ば
れ
、
天
台
宗
の
山
岳
寺
院
で
あ
っ
た
（
後
世
真
言

宗
に
変
る
）。
現
在
も
、
中
染
の
横よ

っ

川か
わ

、
天
下
野
の
坂
本
な
ど
、
地
名
に
も
そ
の
名
残
を
留

め
て
い
る
。

図１　西四か村・東三か村ほか関係の大字と渡御の経路
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金
砂
の
大
・
小
祭
礼
の
代
名
詞
で
も
あ
る
田
楽
は
社
伝
そ
の
他
に
よ
る
と
大
同
元
年
（
八

○
六
）
に
始
ま
り
、
小
祭
礼
が
弘
仁
六
年
（
八
一
五
）、
大
祭
礼
が
仁
寿
元
年
（
八
五
一
）

に
開
始
さ
れ
た
と
い
う
。
祭
礼
の
目
的
は
、
天
下
泰
平
、
五
穀
豊
穣
、
万
民
法
楽
の
祈
願
で

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
大
・
小
祭
礼
が
行
わ
れ
る
年
頃
は
、
神
の
霊
力
が
衰
え
て
天

変
地
異
や
不
作
が
起
こ
る
の
で
、
祭
礼
を
行
っ
て
清
浄
な
水
木
浜
の
潮
水
で
神
体
を
清
め
、

霊
力
を
強
大
に
す
る
の
だ
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。最
近
の
大
祭
礼
は
平
成
十
五
年
で
あ
っ
た
。

　

現
在
、
金
砂
山
は
西
金
砂
神
社
と
東
金
砂
神
社
（
常
陸
太
田
市
天
下
野
町
）
に
分
か
れ
て

い
る
が
、
古
く
「
金
砂
山
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
は
西
金
砂
山
で
あ
り
、
寺
社
が
現
在
の
よ

う
に
西
・
東
に
分
か
れ
た
時
代
は
判
然
と
し
な
い
。
史
料
の
残
る
近
世
以
降
の
大
祭
礼
は
、

日
程
を
ず
ら
し
て
両
社
と
も
行
っ
て
い
る
が
、
現
在
も
小
祭
礼
を
行
っ
て
い
る
の
は
西
金
砂

の
み
で
あ
る
。

　

近
世
の
西
金
砂
山
は
、
二
代
水
戸
藩
主
徳
川
光
圀
の
命
に
よ
っ
て
別
当
が
真
言
宗
の
定じ

ょ
う

源げ
ん

寺じ

か
ら
修
験
の
宝
蔵
院
に
替
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
祭
礼
も
修
験
色
が
強
か
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
が
、
明
治
以
降
は
寺
が
廃
さ
れ
、
西
金
砂
神
社
と
し
て
祭
礼
も
神
式
に
改
め
ら
れ
た
。

近
代
以
降
は
小
祭
礼
の
日
程
も
三
日
間
か
ら
四
日
間
へ
、司
祭
者
が
田
楽
太
夫
か
ら
宮
司
へ
、

渡
御
の
折
赤
地
金
襴
の
袋
に
入
れ
榊
の
枝
に
結
い
つ
け
て
い
た
御
神
体
は
、
神
輿
へ
納
め
て

の
出
社
へ
、
な
ど
と
変
化
し
て
い
る
。

　

な
お
、
氏
子
四
大
字
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
地
区
で
は
、
祭
礼
の
記
録
は
残
し
て
は
な
ら

ぬ
と
言
い
伝
え
ら
れ
、
小
祭
礼
関
連
の
史
料
は
極
め
て
少
な
い
。

〔
実
施
内
容
〕

　

平
成
二
十
一
年
三
月
十
九
日
か
ら
実
施
さ
れ
た
第
一
九
八
回
小
祭
礼
の
概
要
は
、
以
下
の

と
お
り
で
あ
る
。

一
日
目　

午
後
一
時
出
社
―
天
下
野
―
永
久
橋
（
天
下
野
・
中
染
境
で
の
渡
御
行
列
引
渡

　
　
　
　

し　

通
称
七
度
半
）
―
午
後
六
時
中
染
仮
殿
着　
【
中
染
泊
】

二
日
目　

午
後
二
時
中
染
仮
殿
で
町
田
火
消
行
列
繰
込
み
、
祭
典
・
田
楽　
【
中
染
泊
】

三
日
目　

�

午
前
八
時
中
染
発
―
十
時
半
和
田
祭
場
で
町
田
火
消
行
列
繰
込
み
、
祭
典
・
田

楽
（
和
田
七
か
村
の
余
興
）
―
芦

間
で
祈
祷
―
下
大
門
で
祈
祷
―
増

井
―
午
後
七
時
半
馬
場
仮
殿
で
祭

典
・
田
楽
―
（
バ
ス
等
使
用
）
―

中
染
仮
殿
着　
【
中
染
泊
】

四
日
目　

�

午
前
八
時
中
染
発
―
永
久
橋
―
天

下
野
宿
で
町
田
火
消
行
列
繰
込
み

―
十
二
時
半
西
金
砂
神
社
大
町
場

着　

御
神
馬
行
事
・
西
四
か
村
花

纏
繰
込
み
・
町
田
火
消
行
列
繰
込

み
―
神
輿
御
仮
屋
へ
渡
御　

祭

典
・
田
楽
―
神
輿
下
仮
屋
へ
渡
御　

祭
典
・
田
楽
―
潮
水
行
事
―
本
殿
へ
還
御
、

入
社

　

神
社
の
祭
礼
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
行
事
の
内
容
は
以
上
の
よ
う
な
も
の
で
、
詳
細
も
多

く
報
告
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
本
書
で
は
、
祭
礼
を
実
施
し
て
い
る
氏
子
、
特
に
「
宮
本
」

と
呼
ば
れ
る
大
字
上
宮
の
人
々
の
働
き
を
中
心
と
し
て
、
祭
礼
に
特
別
な
関
わ
り
を
持
つ

家
々
に
触
れ
つ
つ
準
備
段
階
か
ら
報
告
す
る
。
な
お
、
町
田
の
火
消
行
列
と
西
四
か
村
の
花

纏
は
小
祭
礼
の
み
の
行
事
で
、
磯
出
大
祭
礼
で
は
行
わ
れ
な
い
。

　
　
　

　
　
　

初
会
議　

　

小
祭
礼
は
、
西に

し

四し

か
村そ

ん

と
呼
ば
れ
る
氏
子
四
大
字
と
、
東ひ

が
し

三さ
ん

か
村そ

ん

と
呼
ば
れ
る
天
下
野
、

中
染
、
町
田
（
い
ず
れ
も
常
陸
太
田
市
）
合
わ
せ
て
七
大
字
の
代
表
者
が
出
席
し
て
の
神
社

で
の
合
同
会
議
で
執
行
の
有
無
が
協
議
さ
れ
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
六
年
前
が
大
祭
礼
執
行

年
に
当
っ
て
い
た
た
め
前
回
の
小
祭
礼
は
平
成
九
年
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
は
執
行
予
定
年
の

一
月
十
五
日
が
七
か
村
の
初
会
議
と
決
ま
っ
て
い
た
が
、
今
回
は
前
年
の
五
月
下
旬
に
内
々

で
西
四
か
村
の
氏
子
総
代
会
議
を
開
い
て
叩
き
台
を
作
り
、
七
月
二
十
日
の
七
か
村
合
同
会

議
を
も
っ
て
執
行
と
日
程
が
決
定
し
祭
礼
の
準
備
が
始
ま
っ
た
（
写
真
１
）。

写真１　西・東七か村合同の初会議
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世
話
人

　

小
祭
礼
の
執
行
に
は
、
関
係
各
地
区
で
選
出
さ
れ
る
世
話
人
が
大
き
な
役
割
を
果
た
す
。

　

氏
子
総
代
を
出
し
て
い
る
西
四
か
村
で
は
、
各
地
区
で
世
話
人
が
選
出
さ
れ
る
と
、
氏
子

総
代
は
神
社
側
の
人
間
と
し
て
働
く
こ
と
と
な
り
、
地
区
で
担
う
祭
礼
費
用
の
募
金
や
花は

な

纏ま
と
い

繰
込
み
に
必
要
な
準
備
、
笠
揃
え
・
笠
ぬ
き
な
ど
の
地
域
で
の
行
事
の
一
切
は
世
話
人
の
仕

事
と
な
る
。
し
か
し
、
宮
本
で
あ
る
上
宮
の
世
話
人
は
、
大
字
内
の
諸
準
備
を
切
り
盛
り
す

る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
小
祭
礼
の
行
列
の
渡
御
と
大お

お

町ま
ち

場ば

で
の
行
事
を
進
行
す
る
上
で
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　

上
宮
に
は
十
一
の
小
字
が
あ
り
、
四
つ
の
区
に
分
か
れ
て
い
る
。
各
区
一
名
の
大
世
話
人

と
各
字
二
名
の
世
話
人
、
合
計
二
十
六
名
が
選
出
さ
れ
る
が
、
別
に
相
談
役
と
し
て
警
固
二

名
が
大
世
話
人
経
験
者
か
ら
選
ば
れ
る
。
警
固
は
奇
数
区
と
偶
数
区
か
ら
交
代
で
出
す
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
今
回
は
二
区
と
四
区
か
ら
選
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
警
固
を
出
す
区
の
大
世

話
人
が
主
任
と
会
計
と
い
う
主
導
的
役
職
に
就
く
傾
向
が
あ
る
。

　

準
備
開
始
の
早
か
っ
た
今
回
は
、
九
月
中
に
氏
子
地
区
の
世
話
人
が
決
ま
り
、
十
二
月
に

入
る
と
各
大
字
で
会
議
が
開
か
れ
、
奉
賛
金
等
の
募
金
活
動
や
、
花
纏
や
鳴
り
物
な
ど
自
分

た
ち
の
地
区
に
関
わ
る
準
備
を
開
始
し
た
。

　

上
宮
の
世
話
人
た
ち
も
大
字
内
の
準
備
を
進
め
る
一
方
、宮み

や

本も
と

と
し
て
関
係
地
区
を
束
ね
、

西
金
砂
神
社
の
手
足
と
な
っ
て
働
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
行
う
こ
と
は
、
氏
子
以
外
の
関

係
地
区
へ
の
祭
礼
執
行
の
あ
い
さ
つ
で
、
四
つ
に
手
分
け
し
て
、
東
三
か
村
、
和
田
七
か
村

（
和
田
・
東と

う

連れ
ん

地じ

・
松
平
・
芦
間
・
棚た

な

谷や

・
国
安
・
和わ

久ぐ

）、
増ま

し

井い

・
下し

も

大お
お

門か
ど

（
一
・
二
）・
上

大
門
（
一
・
二
）、
馬ば

場ば

真ま

渕ぶ
ち

・
馬
場
上
・
馬
場
下
・
新あ

ら

宿じ
ゅ
く

上
・
新
宿
下
の
区
長
や
町
会
長
宅

を
訪
問
し
、
決
め
ら
れ
た
口
上
を
述
べ
る
。
こ
れ
を
掛か

け

合あ
い

と
い
う
。
そ
の
ほ
か
、
上
宮
の
古

刹
菊
蓮
寺
へ
の
あ
い
さ
つ
、
御
神
馬
を
奉
納
す
る
上
宮
字
高
橋
の
関
宣
夫
家
を
訪
問
し
て
奉

納
の
了
解
を
得
る
こ
と
、
再
度
関
係
地
区
の
区
長
・
町
会
長
宅
を
回
り
、
警
察
署
に
提
出
す

る
道
路
使
用
許
可
申
請
書
へ
の
押
印
を
依
頼
す
る
な
ど
も
上
宮
の
世
話
人
の
仕
事
で
あ
る
。

　

二
月
末
か
ら
は
関
係
地
区
で
小
祭
礼
の
た
め
の
事
務
所
開
き
が
始
ま
り
、
各
事
務
所
間
を

世
話
人
が
手
分
け
し
て
手
土
産
を
持
ち
訪
問
す
る
。
事
務
所
を
開
い
た
ら
、
祭
礼
終
了
ま
で

毎
日
交
代
で
事
務
所
に
詰
め
、
神
社
や
他
地
区
と
連
絡
を
と
り
つ
つ
準
備
を
進
め
る
。
か
つ

て
は
事
務
所
と
な
る
家
が
決
ま
っ
て
い
た
が
、
現
在
は
地
区
の
公
民
館
を
利
用
し
て
い
る
。

　
　
　

駕か

輿よ

丁ち
ょ
う

と
警
固

　

ま
た
上
宮
に
は
、
駕
輿
丁
と
警
固
と
い
う
、
大
・
小
祭
礼
に
お
い
て
世
襲
で
特
別
な
役
割

を
果
た
す
家
が
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
は
勤
め
の
関
係
な
ど
で
そ
の
役
割
を
全
う
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
り
、
家
ご
と
の
事
情
に
任
さ
れ
て
い
る
。

　

駕
輿
丁
は
神
輿
を
守
る
役
割
を
持
つ
と
理
解
さ
れ
て
お
り
、
知
り
得
た
範
囲
で
は
字
包つ

つ
み

石い
し

に
三
軒
、
数ず

珠ず
の
き木
に
五
軒
（
内
一
軒
転
出
）、
大お

お

草く
さ

に
一
軒
あ
っ
て
、
渡
御
行
列
に
家
紋
入

の
弓
張
り
提
灯
と
紋
服
（
今
回
は
礼
服
）
で
加
わ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
う
ち
包
石
の
菊

池
家
（
屋
号
滝
の
上
）
は
大
祭
礼
時
に
児
子
を
出
す
家
で
も
あ
る
。

　

世
襲
の
神
社
付
の
警
固
は
字
蜂は

ち

巣す

に
二
軒
あ
り
、
警
固
の
弓
張
提
灯
を
手
に
紋
服
の
正
装

で
神
輿
と
神
官
を
先
導
す
る
。
そ
の
う
ち
一
軒
の
会
沢
家
の
当
主
は
、
祭
礼
中
常
に
宮
司
と

御
神
体
に
付
き
従
う
と
と
も
に
、
大
町
場
の
桟
敷
割
も
代
々
務
め
て
い
る
。

　

金
砂
祭
礼
の
桟
敷
割
に
つ
い
て
は
、
中
染
祭
場
の
桟
敷
割
を
関
四
兵
衛
家
が
行
っ
て
き
た

こ
と
が
史
料
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
が
、
現
在
は
関
家
の
関
与
は
な
く
、
慣
例
と
し
て
現
祭
場

の
地
主
と
西
染
四
姓
（
石
沢
・
深
沢
・
中
村
・
石
川
家
）、
東
染
五
姓
（
河
井
・
平
山
・
菊
池
・

吉
沢
・
大
越
家
）
の
席
が
確
保
さ
れ
て
い
る
ほ
か
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
ち
な
み
に
、
西
染

四
姓
、
東
染
五
姓
は
、
中
染
九
騎
を
含
む
「
染
村
十
八
騎
」
と
言
わ
れ
た
家
々
で
あ
る
と
い

う
。
し
か
し
、
西
金
砂
神
社
境
内
、
通
称
大
町
場
の
桟
敷
割
は
、
大
鳥
居
を
起
点
に
「
御
奉

行
所
」
分
を
経
て
、
御
神
馬
を
奉
納
す
る
関
家
の
桟
敷
か
ら
測
り
出
し
、
小
祭
礼
ご
と
に
現

在
も
厳
格
に
行
わ
れ
て
い
る
（
図
２
）。
代
々
受
け
継
い
だ
自
分
の
桟
敷
に
親
類
縁
者
を
招

き
、
混
雑
を
極
め
る
祭
場
で
悠
々
と
重
箱
を
開
け
酒
を
振
舞
う
の
が
桟
敷
所
有
者
の
誇
り
で

あ
る
。
今
回
は
三
月
十
五
日
に
桟
敷
渡
し
が
行
わ
れ
、
間
口
一
尺
に
つ
き
四
百
円
の
樽
代
を

神
社
に
納
め
て
権
利
を
継
続
し
て
い
た
。
な
お
、
世
襲
の
警
固
の
家
は
諸
沢
地
区
に
も
三
十

軒
ほ
ど
あ
り
、
こ
ち
ら
は
現
在
地
区
の
花
纏
行
列
に
参
加
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
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お
砂
取
り
の
家

　

三
月
に
入
る
と
祭
場
の
準
備
が
各
地
で
行
わ
れ
る
。
中
染
、
馬
場
、
西
金
砂
神
社
境
内
二

か
所
の
計
四
か
所
に
田
楽
の
舞
台
が
し
つ
ら
え
ら
れ
、
各
地
に
神
輿
を
安
置
す
る
台
が
土
や

砂
を
盛
っ
て
作
ら
れ
る
。
中
で
も
、馬
場
祭
場
の
神
輿
の
台
は
、水
木
浜
の
清
浄
な
砂
を
盛
っ

て
仕
上
げ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
水
木
浜
か
ら
砂
を
採
取
す
る
役
は
馬
場
町
内
の
樋ひ

田だ

家

（
現
当
主
幹
氏
）
が
代
々
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
今
回
は
二
月
五
日
に
西
金
砂
神
社
で

お
祓
い
を
受
け
、
八
日
に
水
木
講
中
の
案
内
に
よ
り
、
烏
帽
子
白
丁
姿
で
お
砂
取
り
を
し
た

と
い
う
。
自
宅
で
乾
燥
さ
せ
、
丁
重
に
保
管
し
て
お
い
た
砂
は
、
後
日
馬
場
祭
場
の
実
行
委

員
会
に
引
渡
し
役
割
は
終
了
す
る
。

　

そ
の
他
、
関
連
地
区
で
は
地
区
ご
と
の
慣
習
に
沿
っ
た
組
織
に
よ
っ
て
準
備
が
進
め
ら
れ

る
が
、
同
時
進
行
で
範
囲
も
広
い
の
で
、
一
度
や
二
度
の
祭
礼
の
機
会
で
は
調
査
も
報
告
も

と
て
も
し
き
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　
　
　

祭
礼
初
日

　

三
月
十
九
日
、
各
地
準
備
が
整
い
御
出
社
の
日
を
迎
え
た
。
渡
御
行
列
に
加
わ
る
神
輿
供

奉
の
人
々
が
神
社
に
集
ま
り
、
午
前
十
時
に
拝
殿
に
て
出
社
祭
を
執
行
。
山
越
し
用
の
小
型

の
神
輿
に
御
神
体
を
遷
し
、
午
後
一
時
に
神
社
を
出
発
。
行
列
に
は
、
西
四
か
村
の
氏
子
総

代
、
中
染
字
堀ほ

っ

米こ
め

で
奉
仕
す
る
渡
御
中
の
奏
楽
「
下さ

が

り
派は

」
の
人
々
、
田
楽
師
、
神
輿
を
担

ぐ
奉
仕
青
年
団
、
神
官
、
楽
人
ら
と
と
も
に
、
宮
本
で
あ
る
上
宮
の
世
話
人
の
半
数
に
、
選

出
さ
れ
た
警
固
二
名
の
う
ち
一
名
を
加
え
た
十
四
名
も
加
わ
っ
て
い
る
。

　

上
宮
で
は
、
世
話
人
と
警
固
を
十
四
名
ず
つ
ふ
た
つ
に
分
け
て
上じ

ょ
う

番ば
ん

・
下げ

番ば
ん

と
し
、
上
番

は
出
社
か
ら
三
日
目
の
和
田
祭
場
ま
で
、
下
番
は
和
田
祭
場
か
ら
最
終
日
の
入
社
ま
で
神
輿

に
従
う
。
各
番
の
大
世
話
人
二
名
は
、
行
列
の
渡
御
を
差
配
す
る
中
心
的
な
働
き
を
す
る
こ

と
と
な
る
。

　

今
回
の
小
祭
礼
の
行
列
順
序
は
、
出
社
時
に
筆
者
が
観
察
し
た
と
こ
ろ
で
は
以
下
の
と
お

り
で
あ
る
。

　

�

宮
本
旗
（
一
人
）
―
飛
脚
（
一
人
）
―
役
人
（
一
人
）
―
大
世
話
人
（
二
人
）
―
世
話
人

（
十
一
人
）
―
猿
田
彦
命
（
一
人
）
―
太
鼓
（
二
人
）
―
天
狗
面
（
二
人
）
―
社
名
旗
（
二

人
）
―
田
楽
宰
主
（
一
人
）
―
田
楽
師
（
八
人
）
―
五
色
吹
流
（
一
人
）
―
高
張
（
一
人
）

―
真
榊
（
二
人
）
―
下
り
派
（
十
八
人
）
―
天
下
泰
平
・
万
民
法
楽
旗
（
二
人
）
―
区
内

安
全
・
五
穀
豊
穣
旗
（
二
人
）
―
賽
銭
箱
（
二
人
）
―
氏
子
総
代
（
八
人
）
―
御
楯
（
二

人
）
―
駕
輿
丁
（
一
人
）
―
御
神
輿
（
二
十
人
）
―
賽
銭
箱
（
二
人
）
―
氏
子
総
代
（
九

人
）
―
五
色
吹
流
（
一
人
）
―
高
張
（
一
人
）
―
警
固
（
二
人
）
―
宮
司
（
一
人　

途
中

か
ら
騎
馬
）
口
取
（
一
人
）
―
社
務
所
付
（
三
人
）
―
神
職
（
七
人
）
―
楽
人
（
三
人
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
等
は
除
い
た

　

こ
れ
ら
総
勢
百
名
を
超
す
行
列
が
、
天
下
野
の
人
々
が
祭
礼
前
に
整
備
し
た
山
道
を
天
下

野
へ
と
下
り
、
中
染
へ
向
か
う
（
写
真
２
）。

　

出
社
式
に
先
立
ち
、
宮
本
の
世
話
人
は
飛
脚
を
伴
っ
て
天
下
野
の
事
務
所
と
中
染
の
会
所

へ
出
社
の
あ
い
さ
つ
と
し
て
掛
合
を
行
い
、
山
中
か
ら
も
天
下
野
事
務
所
に
飛
脚
と
世
話
人

を
派
遣
し
て
館た

て

坂ざ
か

到
着
を
知
ら
せ
る
掛
合
を
行
う
。
こ
れ
を
受
け
て
天
下
野
の
世
話
人
と
区

図２　大町場祭場と桟敷割図
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長
ら
は
渡
御
行
列
を
迎
え
に
館
坂
へ
と
向
か
い
、
あ
い
さ
つ
の
掛
合
の
後
、
天
下
野
の
一
行

に
先
導
さ
れ
て
祭
場
へ
入
る
。
こ
の
よ
う
に
、
使
者
を
介
す
る
通
信
手
段
し
か
な
か
っ
た
時

代
の
名
残
と
、
円
滑
に
祭
礼
を
進
行
す
る
た
め
の
方
策
と
し
て
、
こ
の
祭
礼
で
は
掛
合
と
呼

ば
れ
る
丁
重
な
あ
い
さ
つ
や
連
絡
あ
る
い
は
指
示
が
頻
繁
に
行
わ
れ
る
。
こ
の
後
、
小
型
神

輿
か
ら
大
型
の
神
輿
へ
の
御
神
体
の
入
れ
替
え
を
行
い
、
御
祈
祷
と
御
神
酒
頂
戴
の
の
ち
、

一
行
は
天
下
野
世
話
人
ら
の
先
導
で
中
染
へ
と
向
か
う
。

　

天
下
野
と
中
染
の
境
の
永
久
橋
に
差
し
掛
か
る
と
、
橋
の
手
前
で
行
列
は
停
止
し
、
そ
れ

ぞ
れ
飛
脚
を
伴
っ
た
天
下
野
と
中
染
の
世
話
人
が
、
幾
度
も
橋
を
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
、

渡
御
行
列
を
天
下
野
か
ら
中
染
へ
と
渡
し
祭
場
ま
で
の
案
内
を
依
頼
す
る
丁
渡
し
の
問
答
が

展
開
さ
れ
る
。
地
元
の
人
々
に
よ
る
と
、
中
染
が
祭
礼
で
の
優
位
を
誇
る
た
め
、
天
下
野
の

世
話
人
に
い
ち
ゃ
も
ん
を
つ
け
て
や
り
込
め
る
の
だ
と
い
う
。
こ
の
問
答
が
長
引
く
ほ
ど
見

物
人
は
喜
び
、
小
祭
礼
初
日
の
見
所
と
も
な
っ
て
い
る
。
こ
の
丁ち

ょ
う

渡わ
た

し
が
俗
に
「
七し

ち

度ど

半は
ん

」

と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
中
染
在
住
の
関
守
也
氏
に
よ
る
と
、
出
社
し
て
か
ら
の
渡
御
行
列
の
動
向
が
、

刻
々
と
神
社
側
か
ら
掛
合
と
し
て
中
染
横
川
の
関
四
兵
衛
家
に
も
た
ら
さ
れ
、
七
度
目
の
掛

合
を
受
け
る
と
関
家
が
支
度
を
整
え
て
渡
御
行
列
を
迎
え
に
出
立
し
た
こ
と
、
そ
し
て
、
丁

渡
し
を
行
う
村
境
の
位
置
が
、
天
下
野
の
祭
礼
事
務
所
と
中
染
の
会
所
の
ち
ょ
う
ど
中
間
地

点
、
半
ば
で
あ
る
こ
と
か
ら
出
た
も
の
で
、
本
来
は
、
小
祭
礼
を
主
宰
し
て
い
た
関
四
兵
衛

家
へ
の
礼
を
尽
し
た
掛
合
を
指
す
名
称
で
あ
る
と
い
う
。

　

無
事
丁
渡
し
が
済
む
と
、
今
度
は
中
染
の
世
話
人
ら
が
天
下
野
の
世
話
人
達
も
加
わ
っ
た

行
列
を
先
導
し
て
中
染
の
祭
場
へ
と
向
か
い
、
途
中
、
町
田
の
世
話
人
達
も
合
流
し
て
、「
下

り
派
」
の
調
べ
と
と
も
に
祭
場
に
入
る
。
神
輿
を
仮
殿
へ
安
置
す
る
と
、
宮
司
の
祝
詞
奏
上

が
あ
り
中
染
泊
ま
り
と
な
る
。
神
輿
に
従
っ
て
き
た
上
宮
の
上
番
の
大
世
話
人
は
、
神
官
、

氏
子
総
代
と
と
も
に
飛
脚
を
伴
っ
て
中
染
会
所
に
あ
い
さ
つ
の
掛
合
の
後
、
消
防
団
詰
所
を

訪
ね
神
輿
の
警
固
を
依
頼
す
る
。
現
在
、
供
奉
者
の
ほ
と
ん
ど
は
自
宅
に
帰
っ
て
翌
朝
再
び

出
勤
す
る
が
、
宮
司
以
下
数
名
は
、
現
在
も
中
染
の
民
家
に
分
宿
し
て
い
る
。

　

一
方
、
上
宮
に
残
っ
た
下
番
の
世
話
人
達
は
、
鳴
り
物
車
両
の
飾
り
付
け
な
ど
を
行
い
、

翌
日
の
笠
揃
え
に
備
え
る
。

　
　
　

二
日
目

　

中
染
で
祭
典
と
田
楽
が
行
わ
れ
る
。

　

祭
礼
に
関
係
す
る
地
域
の
人
々
に
は
、
中
染
こ
そ
が
金
砂
神
の
渡
御
地
で
あ
り
、
本
来
小

祭
礼
を
行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。
古
く
は
、
田
楽
師
の
古
川
氏
も
中
染

に
住
し
て
い
た（
の
ち
西
染
に
移
る
）。
東
三
か
村
の
合
同
会
議
は
、今
で
も
中
染
が
招
集
し
、

進
行
の
中
心
と
な
る
。
ご
出
社
の
前
日
に
、
中
染
で
は
祭
礼
事
務
所
と
は
別
に
会
所
が
個
人

宅
に
開
設
さ
れ
た
が
、「
会
所
」
と
い
う
名
称
を
用
い
る
の
は
中
染
の
み
で
、
こ
れ
も
他
地

区
と
は
別
格
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
和
田
で
の
田
楽
奉
奏
に
つ

い
て
も
、
毎
回
事
前
に
神
社
と
中
染
に
伺
い
を
立
て
、
了
承
を
得
な
け
れ
ば
叶
わ
な
い
。

　

金
砂
の
大
・
小
祭
礼
へ
の
関
家
の
絶
対
的
な
関
与
は
、
四
兵
衛
家
が
幕
末
の
水
戸
藩
内
の

争
い
に
巻
き
込
ま
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
の
大
祭
礼
を
も
っ
て
終
わ

り
、
中
染
で
の
祭
礼
を
取
り
仕
切
る
権
利
は
中
染
村
民
に
移
譲
さ
れ
、
当
時
の
中
染
村
の
全

世
帯
七
十
三
戸
に
大
・
小
祭
礼
の
世
話
人
株
が
与
え
ら
れ
た
の
だ
と
い
う
。
よ
っ
て
近
年
ま

写真２　天下野へと山中を進む渡御行列

写真３　中染祭場で田楽宰主が撒いた種籾を拾う人々
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で
、
中
染
の
大
・
小
祭
礼
の
世
話
人
は
、
株
を
持
つ
七
十
三
戸
か
ら
選
出
し
て
き
た
が
、
今

で
は
世
話
人
株
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
選
出
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
近

代
以
降
、
関
四
兵
衛
家
は
西
・
東
両
金
砂
神
社
の
大
祭
礼
に
御
神
馬
を
奉
納
し
て
い
る
。

　

午
前
十
時
に
町
田
公
民
館
を
出
発
し
た
町
田
の
火
消
行
列
が
、
笠
揃
え
と
し
て
町
田
の
宿し

ゅ
く

で
繰
込
み
を
行
っ
た
の
ち
、
長
年
お
火
消
の
控
所
と
な
っ
て
る
関
久
雄
家
で
昼
食
を
と
り
、

十
二
時
半
に
は
中
染
の
消
防
分
署
前
に
至
り
、
行
列
の
先
駆
と
な
っ
て
中
染
の
会
所
前
あ
た

り
か
ら
演
技
を
行
い
つ
つ
中
染
祭
場
入
口
に
至
っ
て
止
ま
る
。
中
染
の
世
話
人
た
ち
が
前
後

に
つ
い
て
、
宮
本
世
話
人
と
氏
子
総
代
が
祭
場
に
入
り
、
続
い
て
町
田
火
消
行
列
の
繰
込
み

と
な
る
が
、
午
前
中
に
降
っ
た
雨
の
た
め
祭
場
通
路
の
ぬ
か
る
み
が
ひ
ど
く
演
技
せ
ず
に
通

り
、
町
田
世
話
人
、
天
下
野
世
話
人
と
入
場
し
た
。
す
で
に
神
輿
は
仮
殿
に
安
置
さ
れ
て
い

る
た
め
、「
下
り
派
」
と
神
官
ら
は
繰
込
み
の
行
列
に
は
加
わ
ら
な
い
。

　

奏
楽
の
中
、
神
官
が
祭
場
に
入
り
、
午
後
二
時
に
祭
典
開
始
。
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
て
御

神
楽
を
上
げ
た
後
、
大
祓
の
祝
詞
と
榊
に
よ
る
修
祓
、
献
饌
、
宮
司
に
よ
る
祝
詞
奉
上
、
玉

串
奉
奠
、
神
官
の
総
礼
、
御
神
楽
、
で
祭
典
は
終
了
す
る
。
中
染
祭
場
で
宮
司
に
続
い
て
玉

串
を
奉
げ
た
の
は
茨
城
県
知
事
で
あ
っ
た
。
引
き
続
き
名
高
い
金
砂
田
楽
の
奉
奏
と
な
り
、

見
物
人
は
ど
よ
め
く
。
近
代
以
降
、古
川
氏
は
こ
の
地
を
離
れ
、田
楽
は
地
域
に
残
っ
た
人
々

に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
第
一
段
四
方
固
め
、
第
二
段
獅
子
舞
の
の
ち
、
第
三
段
種
ま

き
の
中
で
、
田
楽
宰
主
が
枡
に
入
れ
た
種
籾
を
舞
台
上
か
ら
撒
き
、
見
物
の
人
々
は
争
っ
て

こ
れ
を
拾
う
（
写
真
３
）。
そ
の
年
に
蒔
く
種
籾
に
混
ぜ
て
植
え
付
け
れ
ば
豊
作
に
な
る
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
第
四
段
の
一
本
高
足
で
田
楽
は
終
了
し
、
中
染
で
の
祭
事

は
終
了
で
あ
る
。

　

上
宮
の
上
番
の
大
世
話
人
は
、
祭
事
の
前
後
に
各
大
字
の
世
話
人
に
あ
い
さ
つ
や
お
礼
の

掛
合
を
行
い
、
終
了
後
世
話
人
会
議
を
開
い
て
翌
日
の
打
ち
合
わ
せ
を
綿
密
に
行
う
。
こ
の

日
も
、
中
染
泊
で
あ
る
。

　

同
日
、
上
宮
、
下
宮
、
赤
土
の
地
元
で
は
、
笠
揃
え
と
し
て
花
纏
行
列
を
仕
立
て
て
各
大

字
内
を
練
り
歩
き
、
祭
礼
最
終
日
の
花
纏
の
繰
込
み
に
備
え
る
。

　

和
田
七
か
村
も
そ
れ
ぞ
れ
手
踊
り
の
屋
台
を
曳
い
て
笠
揃
え
を
実
施
す
る
。
小
祭
礼
と
し

て
の
渡
御
や
神
事
・
田
楽
と
は
別
に
、
関
係
地
区
が
い
わ
ゆ
る
付
祭
り
と
し
て
各
々
独
自
の

祭
礼
を
行
う
の
で
あ
る
。

　
　
　

三
日
目

　

四
日
間
の
行
程
中
、
祭
事
も
多
く
最
も
移
動
距
離
の
長
い
日
で
あ
る
。

　

午
前
八
時
、
中
染
世
話
人
の
先
導
で
中
染
祭
場
を
出
発
、
町
田
と
の
境
で
中
染
と
町
田
の

世
話
人
の
代
表
が
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
、
町
田
地
内
を
通
る
行
列
の
先
導
を
依
頼
す
る
丁
渡

し
を
行
う
。
中
染
の
世
話
人
は
こ
こ
で
行
列
を
見
送
り
、
中
染
へ
と
帰
る
。
町
内
で
一
度
演

技
の
後
、
火
消
行
列
も
世
話
人
に
続
き
、
行
列
を
先
導
し
て
ゆ
く
。
町
田
と
和
久
の
境
で
は
、

和
久
の
世
話
人
代
表
が
待
ち
構
え
て
お
り
、
町
田
世
話
人
と
の
間
で
丁
渡
し
を
行
う
。
町
田

世
話
人
も
こ
こ
で
行
列
を
見
送
る
が
、
火
消
行
列
は
和
田
祭
場
ま
で
供
を
す
る
。

　

和
久
・
国
安
境
、
国
安
・
松
平
境
で
も
同
様
の
丁
渡
し
を
行
っ
て
ゆ
き
、
和
田
境
の
手
前
、

山
田
小
学
校
前
を
過
ぎ
た
礼れ

い

の
宮み

や

と
呼
ば
れ
る
場
所
で
鳴
り
物
を
止
め
、
行
列
は
一
時
小
休

止
と
な
る
。
そ
れ
よ
り
前
、
蚋ぶ

ゆ

橋ば
し

付
近
で
宮
本
の
大
世
話
人
が
飛
脚
同
道
で
行
列
を
離
れ
て

和
田
の
祭
礼
事
務
所
を
訪
れ
、
行
列
が
礼
の
宮
に
到
着
し
た
旨
の
掛
合
を
行
う
。
町
田
か
ら

も
飛
脚
を
伴
い
世
話
人
の
代
表
が
和
田
事
務
所
に
掛
合
を
行
う
。
こ
れ
を
受
け
て
和
田
七
か

村
の
世
話
人
が
礼
の
宮
ま
で
迎
え
に
行
き
、
和
田
の
大
世
話
人
が
先
頭
と
な
っ
て
行
列
を
和

田
祭
場
へ
と
導
く
。

　

和
田
七
か
村
の
屋
台
が
祭
場
に
入
り
所
定
の
場
所
に
納
ま
る
と
、
町
田
火
消
行
列
は
和
田

の
世
話
人
が
指
示
す
る
場
所
か
ら
演
技
を
行
っ
て
繰
込
み
、
祭
典
、
田
楽
、
そ
し
て
余
興
の

七
台
の
屋
台
の
手
踊
り
と
、
和
田
祭
場
は
最
終
日
の
大
町
場
と
と
も
に
小
祭
礼
で
最
も
賑
わ

う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
近
世
も
付
祭
り
が
賑
や
か
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
『
常
陸
国
北
郡
里

程
間
数
之
記
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
田
楽
は
そ
う
古
く
な
い
時
代
に
地
区
か
ら
の
熱
い

要
望
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

大
・
小
祭
礼
の
各
祭
場
で
、
名
前
を
読
み
上
げ
ら
れ
御
神
酒
頂
戴
に
あ
ず
か
る
の
は
家
の

誇
り
で
あ
り
、
近
世
の
大
祭
礼
で
は
は
御
神
酒
頂
戴
の
許
諾
書
が
下
さ
れ
て
い
た
。
昭
和
初

期
ま
で
和
田
で
一
番
に
御
神
酒
を
頂
戴
す
る
家
は
、
中
染
の
関
氏
同
様
、
中
世
か
ら
の
家
柄
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を
誇
り
、
近
世
は
和
田
村
で
庄
屋
を
勤
め
て
い
た
和
田
氏
の
本
家
（
現
当
主　

一
寿
氏
）
で

あ
っ
た
と
い
う
。

　

行
列
に
加
わ
っ
て
い
た
上
宮
の
世
話
人
は
、
和
田
祭
場
で
下
番
の
世
話
人
と
交
代
し
、
上

宮
に
戻
っ
て
翌
日
の
大
町
場
で
の
行
事
の
準
備
に
取
り
掛
か
る
。
火
消
行
列
の
一
行
も
繰
込

み
が
終
わ
る
と
祭
典
等
に
は
関
わ
ら
ず
町
田
へ
と
戻
る
。

　

供
奉
行
列
の
人
々
は
、
祭
典
と
田
楽
が
終
了
す
る
と
昼
食
を
と
り
、
午
後
二
時
半
頃
和
田

の
世
話
人
の
案
内
で
余
興
の
続
く
和
田
祭
場
を
あ
と
に
芦
間
へ
と
向
か
う
。
各
地
区
境
で
丁

渡
し
を
行
い
つ
つ
、
芦
間
、
下
大
門
（
上
大
門
の
関
係
者
も
参
加
）
そ
れ
ぞ
れ
で
祈
祷
し
、

接
待
を
受
け
、
急
ぎ
馬
場
へ
と
向
か
う
。
途
中
、
習
わ
し
と
し
て
増
井
の
正し

ょ
う

宗じ
ゅ
う

寺じ

入
口
で
宮

司
は
下
馬
し
、
用
意
さ
れ
た
酒
を
い
た
だ
く
。
下
大
門
・
上
大
門
の
案
内
で
新
宿
、
新
宿
の

案
内
で
馬
場
へ
と
引
き
継
が
れ
、
馬
場
の
世
話
人
ら
の
先
導
で
午
後
七
時
過
ぎ
に
馬
場
祭
場

に
入
っ
て
祭
典
と
田
楽
を
行
い
休
憩
と
な
る
。
休
憩
の
た
め
の
小こ

宿や
ど

と
な
る
家
が
慣
例
で
決

ま
っ
て
お
り
、
馬
場
八
幡
隣
の
樋と

い

田だ

家
（
屋
号
オ
カ
ン
ヌ
シ
）
が
西
金
砂
神
社
神
官
の
、
東

側
の
本
多
家
が
田
楽
宰
主
と
田
楽
師
の
小
宿
で
あ
る
。
し
か
し
、
近
年
神
官
は
馬
場
八
幡
の

社
務
所
で
休
憩
し
て
お
り
、
本
多
家
の
み
が
小
宿
を
つ
と
め
た
。

　

こ
の
日
も
中
染
に
泊
ま
る
た
め
、バ
ス
や
ト
ラ
ッ
ク
を
使
っ
て
神
輿
も
人
も
中
染
に
移
動
。

到
着
は
十
時
半
頃
と
な
る
。

　

諸
沢
地
区
の
花
纏
行
列
の
笠
揃
え
は
こ
の
日
に
行
わ
れ
、
ま
た
、
上
宮
か
ら
二
名
が
、
や

は
り
こ
の
日
、
日
立
市
水
木
浜
に
潮
水
汲
み
に
向
う
。
潮
水
汲
み
は
蜂
巣
在
住
の
者
が
行
う

こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
特
定
の
家
は
な
い
。

　

潮
水
汲
み
の
担
当
と
な
っ
た
二
名
は
、
朝
七
時
半
頃
西
金
砂
神
社
で
烏
帽
子
と
白
丁
に
着

替
え
、
送
迎
担
当
者
の
車
で
天
下
野
坂
本
の
会
沢
家
に
向
う
。
会
沢
家
は
代
々
の
水
戸
藩
主

が
宿
泊
に
も
使
っ
た
名
家
で
、邸
内
に
は
泉
が
湧
き
、西
側
の
傾
斜
地
は
竹
林
で
あ
る
。現
在
、

会
沢
家
の
人
々
は
こ
の
家
に
常
住
し
て
い
な
い
が
、
小
祭
礼
の
潮
水
汲
み
の
日
に
は
、
都
合

が
つ
け
ば
縁
者
が
前
日
か
ら
来
て
半
紙
、
水
引
、
麻
を
用
意
し
て
対
応
す
る
。
潮
水
汲
み
の

二
人
は
家
人
に
あ
い
さ
つ
し
て
す
ぐ
さ
ま
竹
林
に
入
り
、
海
水
を
入
れ
る
竹
筒
に
適
し
た
竹

を
探
す
（
写
真
４
）。

　

伝
承
で
は
、
小
祭
礼
の
年
ご
と
に
会
沢
家
の
竹
林
に
二
股
の
竹
が
生
え
る
の
で
、
そ
れ
を

潮
水
汲
み
に
使
う
と
言
わ
れ
て
い
る
（
神
社
に
は
二
股
竹
製
の
筒
が
保
存
さ
れ
て
い
る
）
が
、

二
股
竹
を
探
す
こ
と
は
な
く
、
太
さ
や
節
の
間
隔
が
手
頃
な
竹
を
見
つ
け
る
と
、
四
十
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
前
後
の
長
さ
に
二
本
切
り
揃
え
、
上
の
節
に
海
水
を
入
れ
る
た
め
の
穴
を
開
け

写真４　潮汲み容器とする竹を探す写真５　潮掛け桜に下げられた竹筒
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て
紙
で
栓
を
し
、
撚
っ
た
麻
ひ
も
で
二
本
一
緒
に
上
下
二
か
所
を
縛
り
、
紙
で
巻
い
て
水
引

を
掛
け
る
。
準
備
が
で
き
る
と
お
茶
を
馳
走
に
な
り
、
神
社
へ
の
御
供
え
と
し
て
酒
を
い
た

だ
き
、
水
木
講
中
の
待
つ
水
木
浜
へ
と
潮
水
汲
み
に
向
か
っ
た
。

　

そ
の
日
の
う
ち
に
神
社
へ
戻
り
、
清
浄
な
潮
水
の
入
っ
た
竹
筒
を
、
拝
殿
へ
の
石
段
下
の

通
称
潮し

お

掛か

け
桜
に
掛
け
て
お
く
（
写
真
５
）。
か
つ
て
は
、
二
日
目
に
徒
歩
や
自
転
車
で
出

発
し
、
水
木
講
の
世
話
人
宅
に
一
泊
し
て
海
水
を
汲
み
神
社
へ
戻
っ
た
と
い
う
。

　
　
　

四
日
目

　

出
発
を
前
に
、
飛
脚
を
伴
っ
た
宮
本
の
世
話
人
は
、
連
日
通
り
会
所
や
消
防
団
詰
所
な
ど

に
お
礼
な
ど
種
々
の
掛
合
を
行
う
。渡
御
行
列
の
人
々
は
午
前
八
時
に
中
染
祭
場
に
集
合
し
、

迎
え
に
来
た
中
染
世
話
人
の
先
導
で
祭
場
を
あ
と
に
す
る
。
消
防
署
入
口
国
道
よ
り
町
田
の

世
話
人
と
火
消
行
列
も
加
わ
っ
て
中
染
世
話
人
の
後
に
続
く
。
永
久
橋
で
中
染
か
ら
天
下
野

へ
丁
渡
し
が
行
わ
れ
、
天
下
野
の
世
話
人
代
表
が
先
頭
で
進
む
。
宿
通
り
で
町
田
火
消
行
列

の
繰
込
み
が
披
露
さ
れ
る
が
、
も
と
も
と
は
通
過
す
る
の
み
で
あ
っ
た
も
の
を
、
戦
後
、
天

下
野
宿
の
有
力
者
ら
の
要
望
に
よ
り
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と
い
う
。

　

天
下
野
小
学
校
で
昼
食
を
と
り
、
大
型
の
神
輿
か
ら
小
型
の
神
輿
に
御
神
体
を
遷
す
。
引

き
続
き
天
下
野
の
世
話
人
代
表
が
先
頭
で
宮
本
世
話
人
、
世
話
人
代
表
を
除
い
た
天
下
野
一

行
、
中
染
一
行
、
町
田
一
行
、
氏
子
総
代
・
神
輿
・
神
官
ら
の
渡
御
行
列
と
続
き
、
神
社
へ

と
向
か
う
。
本
来
は
火
消
行
列
も
供
す
る
の
で
あ
る
が
、
現
在
は
バ
ス
で
神
社
に
入
っ
て
い

る
。

　

一
方
、
神
社
境
内
に
は
午
前
九
時
頃
か
ら
、
西
四
か
村
の
関
係
者
た
ち
が
花
纏
と
と
も
に

所
定
の
席
に
入
る
。
各
大
字
の
席
は
、
上
宮
が
伝
承
館
入
口
、
下
宮
が
道
を
挟
ん
だ
そ
の
向

か
い
側
、
赤
土
が
宮
司
宅
に
向
き
合
う
道
を
挟
ん
だ
駐
車
場
、
諸
沢
が
拝
殿
前
と
な
っ
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
続
く
参
道
口
に
位
置
す
る
。
到
着
す
る
と
す
ぐ
さ
ま
飛
脚
を
伴
っ

た
世
話
人
ら
が
、
宮
本
を
は
じ
め
と
す
る
各
席
へ
と
行
き
交
い
、
互
い
に
到
着
の
掛
合
を
行

う
（
写
真
６
）。

　

大
町
場
で
の
各
種
行
事
の
前
後
に
は
、
必
ず
掛
合
を
行
な
っ
て
滞
り
な
く
進
め
て
ゆ
く
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が
、
近
年
は
、
社
務
所
と
宮
本
席
へ
の
行
列
の
進
み
具
合
の
報
告
も
電
話

で
行
い
、
共
通
の
連
絡
事
項
に
関
し
て
は
、
各
氏
子
席
へ
の
掛
合
も
場
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
伝

え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

十
一
時
を
過
ぎ
る
と
、
祭
礼
見
物
の
人
々
も
続
々
と
集
ま
り
は
じ
め
、
関
家
が
奉
納
す
る

御
神
馬
も
背
に
御
幣
を
立
て
支
度
を
整
え
て
御
神
馬
桟
敷
に
入
っ
た
。
間
も
な
く
、
纏
立
て

と
纏
開
き
、
御
神
酒
開
き
を
促
す
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
入
っ
た
。
こ
れ
は
、
西
四
か
村
が
そ
れ
ぞ

れ
持
参
し
、
本
殿
に
向
け
て
寝
か
せ
る
か
傾
か
せ
る
か
し
て
お
い
た
花
纏
を
立
て
形
を
整
え

て
、
各
大
字
席
で
持
参
の
酒
を
飲
み
、
赤
飯
、
煮
し
め
を
食
し
て
昼
食
を
と
れ
と
の
指
示
で

あ
る
。
本
殿
に
向
け
て
花
纏
を
寝
か
せ
て
お
く
の
は
、花
纏
に
神
霊
を
宿
す
た
め
ら
し
い
が
、

今
回
は
雨
が
降
り
出
し
た
せ
い
も
あ
り
、
寝
せ
て
い
る
地
区
は
な
か
っ
た
。

　

行
列
は
十
二
時
半
頃
神
社
入
口
付
近
、
山
道
出
口
に
あ
る
鳥
居
の
場
所
、
通
称
逆
川
に
到

着
す
る
と
一
旦
停
止
し
、
飛
脚
を
伴
っ
た
上
宮
の
下
番
世
話
人
が
社
務
所
と
宮
本
席
へ
出
向

き
到
着
の
掛
合
を
す
る
。
そ
れ
を
受
け
て
、
上
番
の
大
世
話
人
が
飛
脚
を
伴
っ
て
逆
川
ま
で

迎
え
に
行
き
、
こ
こ
か
ら
は
宮
本
が
先
導
し
て
赤
土
席
の
前
に
至
る
。
東
三
か
村
の
世
話
人

ら
を
所
定
の
テ
ン
ト
に
案
内
し
、
無
事
到
着
の
お
礼
を
述
べ
る
。
天
下
野
と
中
染
の
一
行
は

写真６　諸沢席に到着の掛合をする下宮の世話人

写真７　大町場での西四か村の式　花纏の繰込み
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こ
れ
で
役
目
が
終
了
で
あ
る
。
下
番
の
世
話
人
は
宮
本
席
に
合
流
し
、
宮
本
か
ら
は
氏
子
三

大
字
に
神
輿
到
着
を
伝
え
る
。
続
い
て
西
四
か
村
の
式
と
呼
ば
れ
る
花
纏
の
繰
込
み
の
開
始

が
伝
え
ら
れ
、
各
大
字
は
席
付
近
で
行
列
を
整
え
る
。

　

花
纏
の
繰
込
み
は
宮
本
の
寄
太
鼓
を
合
図
に
、
上
宮
の
花
纏
行
列
が
赤
土
席
へ
、
下
宮
の

行
列
が
諸
沢
席
へ
と
出
発
す
る
。
下
宮
の
行
列
が
石
段
に
差
し
掛
か
る
前
に
、
御
神
馬
行
事

と
し
て
御
神
馬
の
石
段
の
駆
け
上
が
り
が
行
わ
れ
、
祭
場
は
大
い
に
沸
く
。
御
神
馬
は
そ
の

ま
ま
境
内
と
祭
場
を
一
周
す
る
。

　

花
纏
の
行
列
は
、
他
字
の
席
前
を
通
過
す
る
前
後
に
、
飛
脚
を
立
て
た
掛
合
を
行
い
、
上

宮
の
後
に
赤
土
が
、
下
宮
の
後
に
諸
沢
が
続
く
形
で
、
賑
や
か
に
お
囃
子
を
奏
し
な
が
ら
決

ま
っ
た
経
路
を
た
ど
っ
て
練
り
歩
き
（
写
真
７
）、
拝
殿
と
二
か
所
の
田
楽
場
を
回
っ
て
各

席
へ
と
戻
る
。
宮
本
で
鳴
り
物
止
め
を
伝
え
、
四
か
村
の
式
は
終
了
す
る
。

　

花
纏
行
列
は
大
字
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
る
が
、
諸
沢
を
例
に
と
る
と
、
飛
脚
、
山
後
見
人
、

大
・
小
世
話
人
、
警
固
、
区
長
、
花
纏
、
鳴
り
物
、
宿
後
見
人
、
坪
世
話
人
、
近
所
世
話
人

ら
五
十
名
余
り
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

式
が
終
わ
る
と
、
宮
本
か
ら
氏
子
大
字
席
に
お
礼
の
掛
合
が
あ
り
、
東
三
か
村
に
も
終
了

し
た
旨
の
掛
合
を
す
る
。
四
か
村
で
も
代
表
が
社
務
所
に
式
終
了
の
掛
合
を
す
る
。

　

そ
の
後
、
東
三
か
村
の
式
に
移
り
、
町
田
火
消
行
列
の
繰
込
み
と
な
る
。
三
か
村
と
い
っ

て
も
、
天
下
野
と
中
染
は
加
わ
ら
な
い
。
し
か
し
、
中
染
で
地
区
民
か
ら
徴
収
す
る
小
祭
礼

費
用
を
「
纏
出
し
金
」
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
か
つ
て
は
纏
を
出
し
て
い
た
可
能
性
が

高
い
。

　

宮
本
世
話
人
の
先
導
で
、
町
田
火
消
行
列
と
町
田
の
一
行
が
続
き
、
そ
れ
ま
で
赤
土
席
付

近
に
置
か
れ
、
小
型
の
神
輿
か
ら
御
神
体
を
遷
し
た
神
輿
が
、
氏
子
総
代
や
神
官
た
ち
と
と

も
に
大
町
場
へ
入
り
、
一
段
高
い
場
所
に
設
け
ら
れ
た
第
一
田
楽
場
の
神
輿
安
置
所
へ
と
進

む
。
田
楽
場
へ
の
演
技
し
な
が
ら
の
火
消
行
列
の
繰
込
み
が
大
町
場
で
の
東
三
か
村
の
式
で

あ
り
、
こ
れ
が
済
む
と
祭
典
と
田
楽
が
行
わ
れ
る
。

　

町
田
の
人
々
の
神
社
で
の
役
割
は
こ
れ
で
終
わ
っ
て
下
山
し
、
そ
の
日
の
う
ち
に
笠
ぬ
き

と
し
て
、
町
田
の
宿
通
り
で
火
消
行
列
の
演
技
を
行
う
。
地
元
の
人
々
の
手
厚
い
慰
労
を
受

け
、
地
区
関
係
者
を
あ
げ
て
祝
宴
を
張
る
。

　

大
町
場
で
は
、
第
一
田
楽
場
に
引
き
続
き
、
大
鳥
居
右
手
の
第
二
田
楽
場
に
神
輿
を
遷
し

て
再
び
祭
典
と
田
楽
を
行
う
。
第
二
田
楽
場
で
の
行
事
以
降
は
、
神
社
の
行
事
と
な
っ
て
お

り
、
世
話
人
は
関
わ
ら
な
い
。
こ
の
頃
は
、
す
で
に
日
も
暮
れ
、
寒
気
も
強
く
、
見
物
人
も

ま
ば
ら
で
あ
る
。

　

田
楽
が
終
了
す
る
と
、
宮
司
が
警け

い

畢ひ
つ

の
声
を
あ
げ
て
神
輿
よ
り
神
霊
を
取
り
出
し
、
潮
掛

け
桜
の
根
元
に
設
け
ら
れ
た
幕
舎
に
入
る
。
こ
の
時
、潮
水
の
入
っ
た
竹
筒
も
持
ち
入
れ
る
。

宮
司
一
人
が
幕
舎
内
で
潮
水
行
事
と
呼
ば
れ
る
神
事
を
行
う
。
こ
の
間
、
神
社
付
の
上
宮
の

警
固
一
名
が
石
段
側
に
灯
り
の
入
っ
た
提
灯
を
持
っ
て
佇
ん
で
い
る
。
潮
水
行
事
の
間
に
、

外
の
神
官
が
警
畢
を
三
声
あ
げ
た
。

　

宮
司
が
警
畢
を
あ
げ
な
が
ら
錦
の
布
で
覆
わ
れ
た
御
神
体
を
持
っ
て
幕
舎
よ
り
出
る
と
、

警
固
を
先
頭
に
、
宮
司
を
含
む
神
官
五
名
と
下
り
派
の
奏
者
が
小
さ
な
列
を
な
し
、
太
鼓
と

笛
の
音
と
と
も
に
静
か
に
本
殿
へ
と
石
段
を
登
っ
て
行
き
、つ
つ
が
な
く
御
入
社
と
な
っ
た
。

写真８　鎮守の十二所神社に向う諸沢の笠ぬき行列

写真９　町田の競り払い（３月 29 日）
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笠
ぬ
き
と
競
り
払
い

　

花
纏
を
出
す
西
四
か
村
と
町
田
お
よ
び
屋
台
を
出
し
た
和
田
七
か
村
の
よ
う
に
、
地
区
で

笠
揃
え
を
行
っ
た
地
区
で
は
、
後
の
祭
り
と
し
て
笠
ぬ
き
を
行
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

知
り
得
た
範
囲
で
は
、
町
田
で
は
前
述
の
よ
う
に
小
祭
礼
最
終
日
、
諸
沢
が
御
入
社
の
翌

日
で
あ
る
（
写
真
８
）。
諸
沢
で
は
、
前
回
の
小
祭
礼
ま
で
、
笠
ぬ
き
終
了
後
に
祭
礼
の
た

め
に
購
入
し
た
器
物
や
酒
な
ど
の
競
り
払
い
を
行
っ
て
い
た
。
祭
り
気
分
も
続
い
て
お
り
、

思
わ
ぬ
安
値
で
目
当
て
の
物
を
手
に
入
れ
た
り
、
競
り
の
過
程
を
楽
し
ん
だ
り
と
賑
や
か
で

あ
っ
た
が
、
今
回
は
競
り
に
掛
け
る
物
も
な
い
の
で
取
り
や
め
と
な
っ
た
。
町
田
で
は
今
回

も
日
を
改
め
て
競
り
払
い
が
実
施
さ
れ
た
（
写
真
９
）。

　

上
宮
も
御
入
社
の
翌
日
に
笠
ぬ
き
を
行
う
が
、
午
前
中
に
大
町
場
祭
場
の
片
付
け
や
伝
承

館
の
清
掃
を
行
っ
て
、
午
後
実
施
し
て
い
る
。
あ
と
は
各
地
区
と
も
祭
礼
経
費
の
精
算
と
報

告
を
し
て
、
世
話
人
た
ち
の
小
祭
礼
は
終
了
す
る
。

〔
類
似
の
祭
り
・
行
事
〕

　

磯
出
や
浜
降
り
を
行
う
行
事
は
千
葉
県
か
ら
宮
城
県
の
太
平
洋
側
を
中
心
に
広
く
見
ら
れ

る
が
、
県
内
で
は
、
北
茨
城
市
花
園
神
社
の
潮
出
祭
、
日
立
市
黒く

ろ

前さ
き

神
社
の
潮
垢
離
神
事
、

同
じ
く
神か

峰み
ね

神
社
の
潮
垢
離
が
知
ら
れ
て
い
る
。こ
れ
ら
は
海
に
神
幸
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

湖
沼
や
川
に
降
り
る
も
の
も
数
多
い
。

　

金
砂
大
祭
礼
を
含
め
、
実
際
に
磯
出
す
る
祭
礼
は
大
掛
か
り
で
あ
る
た
め
、
花
園
神
社
も

黒
前
神
社
も
祭
礼
の
執
行
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
。
昭
和
四
年
を
最
後
に
中
絶
し
て
い
る
旧

那
珂
郡
内
の
多
数
の
神
社
が
平
磯
に
神
幸
す
る
ヤ
ン
サ
マ
チ
も
同
様
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、

花
園
神
社
で
毎
年
五
月
五
日
に
行
わ
れ
て
い
る
例
祭
は
、
七
日
間
精
進
潔
斎
し
た
潮
水
汲
み

の
使
者
が
、
徒
歩
で
天て

ん

妃ぴ

山ざ
ん

海
岸
に
至
り
、
白
土
家
当
主
の
汲
ん
だ
潮
水
を
竹
筒
に
入
れ
て

徒
歩
で
神
社
に
戻
り
、
こ
の
潮
水
を
も
っ
て
神
輿
の
前
を
清
め
る
と
い
う
も
の
で
、
祭
礼
に

関
与
す
る
地
域
は
限
ら
れ
る
も
の
の
、
小
祭
礼
と
の
共
通
点
が
見
出
せ
る
。
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